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ピ
ア
ノ
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気き

ぎ義
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2 1

そ
れ
は
編

エ
ピ
ソ
ー
ド
（
完
）

　

そ
れ
は
、
あ
る
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

・
・
・
・
・
・



4 3

続
そ
れ
は
編

エ
ピ
ソ
ー
ド
（
完
）

　

そ
の
日
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
桜さ

く
ら
ほ歩　

咲さ

き木
（
23
）
は
、
山

道
を
散
歩
が
て
ら
、
歩
い
て
い
て
、
こ
れ
は
、
彼
の
気
分

転
換
の
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
よ
く
、
自
然
豊
か
な
山
の

中
を
歩
い
て
い
た
。

　

・
・
・
・
・
・



6 5

続
そ
れ
は
編

エ
ピ
ソ
ー
ド
（
完
）

　

そ
う
し
て
、
依
然
と
し
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
桜
歩　

咲

木
は
、
山
の
中
を
歩
い
て
い
た
。

　

・
・
・
・
・
・



8 7

続
そ
れ
は
編

エ
ピ
ソ
ー
ド
（
完
）

　

そ
う
し
て
、
依
然
と
し
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
桜
歩　

咲

木
は
、
山
の
中
を
歩
い
て
い
た
。

　

・
・
・
・
・
・



10 9

続
そ
れ
は
編

エ
ピ
ソ
ー
ド
（
完
）

　

だ
が
、
そ
ん
な
あ
る
時
で
あ
っ
た
。

　
「
!!
」

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
桜
歩　

咲
木
は
、
繁
み
の
奥
の
方
で
、

何
か
の
動
物
が
動
い
て
い
る
よ
う
な
物
音
に
気
づ
い
て
い

き
、
そ
ち
ら
の
方
を
中
心
に
辺
り
を
注
意
深
く
見
て
い
っ

て
い
た
。

　
「
・
・
・
」

　

そ
う
し
た
所
、
別
に
、
そ
の
後
は
、
動
物
が
動
い
て
い

る
よ
う
な
物
音
は
せ
ず
、
又
、
普
通
に
歩
き
出
し
て
い
っ

た
。

　

・
・
・
・
・
・



12 11

続
そ
れ
は
編

エ
ピ
ソ
ー
ド
（
完
）

　

そ
う
し
て
、
依
然
と
し
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
桜
歩　

咲

木
は
、
山
の
中
を
歩
い
て
い
た
。

　

・
・
・
・
・
・



14 13

続
そ
れ
は
編

エ
ピ
ソ
ー
ド
（
完
）

　

そ
う
し
て
、
依
然
と
し
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
桜
歩　

咲

木
は
、
山
の
中
を
歩
い
て
い
た
。

　

・
・
・
・
・
・



16 15

続
そ
れ
は
編

エ
ピ
ソ
ー
ド
（
完
）

　

だ
が
、
再
び
、
ま
た
、

　
「
!!
」

　

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
桜
歩　

咲
木
は
、
何
か
の
動
物
が
動
い

て
い
る
よ
う
な
物
音
に
気
づ
き
、
辺
り
を
見
て
い
く
と
、

　
「
!!
」

　

繁
み
の
奥
の
方
に
、
巨
大
な
ク
マ
が
一
頭
、
こ
ち
ら
の

方
に
向
か
っ
て
動
い
て
き
て
い
た
。

　
「
・
・
・
」

　

そ
う
し
て
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
桜
歩　

咲
木
は
、
急
い
で

逃
げ
始
め
て
い
き
、
ク
マ
は
、
彼
を
追
い
始
め
て
い
っ
た
。

　

・
・
・
・
・
・


